


































1 頭痛肩こり樋口一葉 1984.4 K1 6（男0，女6） 有
2 きらめく星座 1985.9 K4 10（男8，女2） 有
3 國語元年 1986.1 K5 12（男7，女5） 有
4 泣き虫なまいき石川啄木 1986.6 K7 6（男3，女3） 無
5 花よりタンゴ 1986.9 K8 9（男3，女6） 有
6 闇に咲く花 1987.10 K12 13（男7，女6） 有
7 雪やこんこん 1987.10 K13 9（男5，女4） 無
8 イヌの仇討 1988.9 K16 10（男6，女4） 無
9 人間合格 1989.12 K19 6（男4，女2） 有
10 シャンハイムーン 1991.3 K21 6（男4，女2） 無
11 マンザナ，わが町 1991.7 K29 5（男0，女5） 有
12 父と暮せば 1994.9 K34 2（男1，女1） 無
13 黙阿彌オペラ 1995.1 K35 9（男6，女3） 有
14 貧乏物語 1998.10 K50 6（男0，女6） 無
15 連鎖街のひとびと 2000.6 K58 8（男7，女1） 有
16 化粧二題 2000.10 K60 2（男1，女1） 無
17 太鼓たたいて笛ふいて 2002.7 K66 6（男3，女3） 有
18 兄おとうと 2003.5 K69 6（男3，女3） 有
19 円生と志ん生 2005.2 K75 6（男2，女4） 有































































1 紙屋町さくらホテル 1997.10 9（男5，女4） 有
2 夢の裂け目 2001.5 9（男5，女4） 有
3 夢の泪 2003.10 9（男5，女4） 有
4 箱根強羅ホテル 2005.5 11（男6，女5） 有











1 天保十二年のシェイクスピア（1974.1） 2005.9 29（男15，女14） 有
2 藪原検校（1973.7） 2007.5 10（男 6，女 4） 有
3 道元の冒険（1971.9） 2008.7 12（男 6，女 6） 有
4 表裏源内蛙合戦（1970.7） 2008.11 32（男18，女14） 有











































































②男2人，女4人 1 円生と志ん生（三遊亭円生，古今亭志ん生） 有P
③男3人，女3人 3
＊泣き虫なまいき石川啄木（石川啄木）
太鼓たたいて笛ふいて（林芙美子）
兄おとうと（吉野作造，信次）
無
有P
有P
④男4人，女2人 3
人間合格（太宰治）
＊シャンハイムーン（魯迅）
ロマンス（チェーホフ）
有
無
有P
噺し家の心の叫びである。
「兄おとうと」も，大正デモクラシーの理論家で
東京帝国大学教授の吉野作造，エリート官僚の信次
の兄弟というダブル主役の作品である。兄弟は「逢
いたかった」という歌を「一回目は不揃い」に，そ
して「もう一回くり返す。こんどはすばらしい二部
合唱で歌い上げていく」（井上2003：135）という
井上の指示に沿って歌い分け，会えば思想や立場の
違いから衝突するが，本心では互いを思いやってい
るという兄弟関係を表現する。
「ロマンス」では，主役のチェーホフを少年期，
青年期，壮年期，晩年期に分けて4人の男優が演
じるが，歌は少年チェーホフのみが担当する。ロマ
ンスとは一般には恋物語であるが，ロシアでは歌曲
の意味もある。少年チェーホフは，まさに「ロマン
ス」と井上が名づけた歌曲（おなつかしき父上さま。
原曲はチャイコフスキーの最も有名なロマンスであ
る「ただ憧れを知る者だけが」）を歌う。幕切れに
４人のチェーホフ役が勢揃いする中で，井上がチェー
ホフに捧げたオマージュである「ボードビルな哀悼
歌」も少年チェーホフが歌う。少年期の主役に扮し
歌の主役でもある少年チェーホフ役を初演ではミュー
ジカル俳優の井上芳雄が演じた。
主役の歌というのは，やはり特別な存在である。
井上は，当初は歌が専門ではない役者たちの負担を
軽くするために，主役とは別に歌の主役を立てて宝
塚歌劇団出身者を起用したり，わらべうたや即興的
なでたらめ節を歌わせて対応していた。しかし，
「太鼓たたいて笛ふいて」では大竹しのぶという女
優を得て「歌える主役」の創出を果たしており，井
上の音楽劇の一つの節目となった作品である。以来，
井上は正攻法をとって主役は歌でも主役をつとめる
という方針で臨んでいる。
４．歌上手な脇役たち
井上の6人ものの音楽劇には脇役陣に歌上手が
いることも見逃せない。前述のように，「頭痛肩こ
り樋口一葉」の稲葉鑛や「人間合格」の中北幸吉は
歌では主役に勝る熱唱であった。「太鼓たたいて笛
ふいて」で主役が歌の見せ場を作るようになっても，
井上は脇役陣には引き続き歌上手な役者を起用して
いる。
脇役たちの熱唱という点でも，やはり「太鼓たた
いて笛ふいて」が最も印象に残る。男優では三木孝
（音楽プロデューサー役）があげられる。三木は
「椰子の実」（島崎藤村作詞，大中寅二作曲）と「僕
が手がけた三つの音楽番組」を歌う。後者はクラシッ
ク風の「世界の名曲」，映画音楽風の「ハリウッド
からの音楽」，アメリカンジャズ風の「ジャズのお
家」を一人で歌い分けなければならない。初演で三
木孝を演じた木場勝巳は読売演劇賞最優秀男優賞を
受けた。女優では島崎こま子（島崎藤村の姪で小説
『新生』のモデル）と林キク（芙美子の母）があげ
られる。こま子が「ひとりじゃない」を歌うとき，
主役の芙美子でさえバックコーラスの一員に回って
いる。前述のように三木もこま子も芙美子の二重唱
の相手になっているが，こま子にはキクとの二重唱
「文字よ飛べ飛べ」もある。芙美子の幼少時代，行
商を営んでいたキクも仲間の加賀四郎，土沢時男と
トリオを組んで「行商隊の唄」を歌い，観客を沸か
せる。
「兄おとうと」では，ダブル主役の吉野作造，信
次兄弟に対して，兄弟の妻たちの吉野玉乃，君代
（妻同士は実の姉いもうとでもある），さらに生き別
れになっていた石川太吉，春子という兄妹が配され
る。これらの3組の兄弟姉妹が順番に歌う「逢い
たかった」が歌の最大の見せ場であり，再会に涙す
る太吉，春子兄妹が最初に歌い，次にいつも仲が良
い玉乃，君代姉妹が歌うと，会えば喧嘩をする作造，
信次兄弟が不器用に歌い出し，それでも最後は見事
に歌いおさめる。「逢いたかった」以外にも，玉乃，
君代の仲良し姉妹は，合えば喧嘩する作造，信次兄
弟よりも歌唱シーンは多い（ふとんの唄，へそくり
ソング等）のは当然であろう。初演で玉乃を演じた
宝塚歌劇団出身の剣幸について，井上は「歌のたの
しさ美しさをわたしたちに改めて教えてくださった」
と述べている（井上2003：150）。
「円生と志ん生」では，脇役の4女優は言わばギ
リシア劇のコロスのような役割で，戦中，戦後の混
乱期の大連にいた日本人女性たちを何役も演じなが
ら次々に歌い，時にはダブル主役の噺し家コンビと
も掛け合いで歌う（大将も政治家も，さらば大連，
佐平次と熊五郎と太鼓持ち一八のマーチ，行方知れ
ずになるソング，若い母親たちの嘆き，三代目ソン
グ，閉ざされた街で，涙の谷から）。
「ロマンス」では，男優4人がかりで主役のチェー
ホフを演じさせるのに対して，女優2人にはチェー
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ホフに最も影響も与えた2人の女性－妻で女優の
オリガと妹のマリヤを割り当てる。主役の歌は少年
チェーホフ役に代表して歌わせるが，脇役の女性た
ちにはそれぞれ単独で歌唱シーンが与えられ，オリ
ガは「タバコのワルツ」，マリヤは「どうしたのか
しら」を歌う。初演では，ロマンス歌手を母に持つ
歌上手という設定のオリガは大竹しのぶが演じ，マ
リヤは自身も歌手として活動する松たか子が演じた。
以上，「頭痛肩こり樋口一葉」から「ロマンス」
まで，井上の6人ものには脇役陣の中に歌唱シー
ンで印象に残る役者を何人も見いだすことができ
（すまけい，木場勝巳のように演劇賞を受賞した役
者もいる），作品の魅力を高めている。
５．全員音楽劇へ
井上は，旺盛な劇作活動の中で6人ものはこま
つ座だけに書き続けている。歌を活用する井上にとっ
て，6人ものは男女のバランスをとりやすいという
点で音楽劇の基本となる形式である。そして，一連
の6人ものは，歌が専門ではない役者を使って音
楽劇はどこまでできるのかという井上の挑戦の軌跡
でもある。
井上は元来が言葉への関心が強く，6人ものの主
人公も言葉を駆使する文学者や学者や噺し家である。
そして，井上は言葉の仕事師たちの人生をセリフ劇
ではなく音楽劇という形式で舞台化しようというの
である。セリフ術と歌唱力の双方が求められる音楽
劇であるが，井上は，自分の音楽劇にはやはり言葉
で仕事をする役者を起用する。その結果，役者をい
かに歌わせるかという課題が井上について回ること
になる。
「頭痛肩こり樋口一葉」と「人間合格」では，主
役は物語の主役であり，歌の主役は脇役の中にいた。
「太鼓たたいて笛ふいて」は「頭痛肩こり樋口一葉」
とともに女性を主人公にした数少ない作品ではある
が，女が歌うことで女の存在感が生々しく迫り，脇
役陣にも歌上手な男女を揃えたため，全体として歌
唱シーンの底上げを図ることができた。しかし，井
上の6人ものは男性が主人公で脇役陣に歌上手な
女性を配する作品の方が多く，その場合には男性主
役の歌に一工夫加えて女性脇役陣とのバランスをと
ることが必要だと井上は考えているようである。
「兄おとうと」と「円生と志ん生」の男性のダブル
主役は歌も一緒に歌い，二馬力で主役の歌を盛り上
げる。「ロマンス」では，4人のチェーホフ役の中
から少年チェーホフ役を歌の主役とし，少年チェー
ホフ役にはミュージカル俳優を起用してチャイコフ
スキーの最も有名なロマンスを歌わせる。こうして
「太鼓たたいて笛ふいて」以後の作品では主役も脇
役も歌の見せ場をもつようになり，その結果，「全
員音楽劇」の様相が色濃くなってきた。
井上ひさしと６人の役者による音楽劇
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表５．井上ひさし作６人もの音楽劇の主要曲
タイトル
（ ）内は初演
主役の歌
（ ）内は歌唱者
脇役の歌
（ ）内は歌唱者
6役者全員の歌
頭痛肩こり樋口一葉
（1984.4）
ほたるの唄（樋口夏子） こころ（稲葉鑛）
なし
人間合格
（1989.12）
尻取り歌（津島修治，中北幸吉と掛け
合い）
でたらめ節（中北幸吉）
なし
太鼓たたいて笛ふい
て（2002.7）
女給の唄（林芙美子）
物語にほまれあれ（芙美子，三木孝）
滅びるにはこの日本，あまりにすばら
しすぎる（芙美子，島崎こま子）
椰子の実（三木孝）
僕が手がけた三つの音楽番組（三木孝）
ひとりじゃない（島崎こま子）
文字よ飛べ飛べ（島崎こま子，林キク）
行商隊の唄（林キク他2名）
ドン！
兄おとうと
（2003.5）
逢いたかった（吉野作造，信次） ふとんの唄
へそくりソング（吉野玉乃，君代他1名）
ふしぎな兄弟
円生と志ん生
（2005.2）
泣く子も黙るシベリア送り
せこい古道具屋のせこい古道具ソング
（2曲とも美濃部孝蔵，山崎松尾)
若い母親たちの嘆き（母親たち4名）
涙の谷から（テレジア院長他3名）
さらば大連
ロマンス
（2007.8）
ロマンス（少年チェーホフ）
ボードビルな哀悼（少年チェーホフ）
タバコのワルツ（オリガ）
どうしたのかしら（マリヤ）
チェーホフの噂
なぜか…
表5には井上の6人ものの音楽劇の主要曲をま
とめたが，「全員音楽劇」を作り上げた「太鼓たた
いて笛ふいて」以後の作品では主役の歌，脇役の歌
とともに「6役者全員の歌」があることは注目して
よい（「太鼓たたいて笛ふいて」の「ドン！」，「兄
おとうと」の「ふしぎな兄弟」，「円生と志ん生」の
「さらば大連」，「ロマンス」の「チェーホフの噂」
と「なぜか…」）そして，表4に示すように「太鼓
たたいて笛ふいて」以後の作品では「ピアニスト」
が舞台に登場して「全員音楽劇」の指揮をとるよう
になり（2），井上の音楽劇の「ピアニスト」である朴
勝哲は，ピアノ演奏では初の読売演劇大賞優秀スタッ
フ賞を受けた。
もともと井上は主役も脇役も同じように活躍する
舞台を良しとしており，1988年10月28日の宇野誠
一郎（井上の大部分の舞台作品の音楽を担当する作
曲家。1927－）との対談でも「ドラマを細かく区
切っていくと，その一瞬一瞬，中心になる人が主役
だ」（井上1988：207）と発言している。しかし，
井上の６人もので言えば，当時は歌の入らない「泣
き虫なまいき石川啄木」（1986）と主役を音痴と設
定し脇役から歌の主役を立てる「人間合格」
（1989）の間にあたっており，主役も脇役もともに
歌の見せ場を作るには至っていない。井上自身はか
なり早くから「全員音楽劇」を目指していたのだろ
うが，6人ものでは「太鼓たたいて笛ふいて」
（2002）まで待たなければならず，難産であった。
そして，主役も脇役も分け隔てなく歌わせる井上の
「全員音楽劇」のポイントは，意外にも主役の歌唱
力を際立たせることだったのである。
注．
（1）『泣き虫なまいき石川啄木』に関して，井上ひ
さしは「歌が入らなかったのは，啄木の実人生が
あまりにもきびしすぎて，歌の介入を許さなかっ
たせいです。ほんとうのことをいえば，歌を入れ
たかった。しかし啄木の実生活はそれを許しませ
んでした」と弁明している（井上1994ａ： 517）。
（2）井上作品に登場するピアニストは，役者がピ
アニストを兼務する場合とそうでない場合がある。
「きらめく星座」の森本忠夫，「國語元年」の江本
多吉，「黙阿彌オペラ」の陳青年，「紙屋町さくら
ホテル」の浦沢玲子は前者である。6人ものはす
べて後者であり，ピアニストは「太鼓たたいて笛
ふいて」，「兄おとうと」，「円生と志ん生」では朴
勝哲，「ロマンス」では後藤浩明が担当した。
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